
(57)【要約】
テープ基材にハロゲンフリーの架橋した重合体樹脂と、そこに付着した接着剤を利用した
、温度耐性保護テープを製造するための組成物。および、溶媒を使用しないワンステップ
カレンダー処理を利用した製造方法。このようなテープは、連続して高熱にさらされる用
途に特に適している。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
上 下 両 表 面 区 域 を 備 え 、 基 材 組 成 物 が 架 橋 し た エ チ レ ン 重 合 体 を 含 む 基 材 組 成 物 層 と 、
基 材 組 成 物 層 の 下 部 表 面 区 域 に 付 着 す る 接 着 剤 組 成 物 層 と 、 を 含 む 単 一 の 厚 み を 持 つ 温 度
耐 性 テ ー プ 。
【 請 求 項 ２ 】
架 橋 し た エ チ レ ン 重 合 体 が 、 ポ リ エ チ レ ン 、 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン 、 線 状 低 密 度 ポ リ エ チ レ
ン お よ び 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン を 含 む 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ つ で あ る 、 請 求 項 １ 記
載 の テ ー プ 。
【 請 求 項 ３ 】
基 材 組 成 物 が 、 エ チ レ ン 酢 酸 ビ ニ ル 、 エ チ レ ン メ チ ル ア ク リ レ ー ト 、 エ チ レ ン 酢 酸 ブ チ ル
、 エ チ レ ン エ チ ル ア ク リ レ ー ト 、 エ チ レ ン ア ク リ ル エ ラ ス ト マ ー お よ び エ チ レ ン ア ク リ ル
酸 を 含 む 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ つ の 共 重 合 体 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の テ ー
プ 。
【 請 求 項 ４ 】
基 材 組 成 物 が 、 天 然 ま た は 合 成 ポ リ イ ソ プ レ ン 、 エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン ゴ ム 、 ジ エ ン タ ー ポ
リ マ ー 、 ブ チ ル ゴ ム お よ び ス チ レ ン ブ タ ジ エ ン を 含 む 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ つ の
エ ラ ス ト マ ー を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の テ ー プ 。
【 請 求 項 ５ 】
架 橋 し た エ チ レ ン 重 合 体 が シ ラ ン グ ラ フ ト に よ っ て 架 橋 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の テ ー
プ 。
【 請 求 項 ６ 】
基 材 層 組 成 物 が 約 ０ ． ２ か ら 約 ３ ． ０ 重 量 ％ の シ ラ ン を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の テ ー
プ 。
【 請 求 項 ７ 】
基 材 層 組 成 物 が 約 ０ ． ２ か ら 約 １ ． ８ 重 量 ％ の シ ラ ン を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の テ ー
プ 。
【 請 求 項 ８ 】
基 材 層 組 成 物 が 、 加 工 助 剤 、 熱 安 定 剤 、 酸 化 防 止 剤 、 触 媒 、 顔 料 、 難 燃 剤 お よ び 充 填 材 を
含 む 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ つ の 添 加 剤 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ の テ ー プ 。
【 請 求 項 ９ 】
接 着 剤 組 成 物 層 が 感 圧 接 着 剤 ま た は 半 感 圧 接 着 剤 を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の テ ー プ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
接 着 剤 組 成 物 が 架 橋 さ れ て い る 、 請 求 項 ９ 記 載 の テ ー プ 。
【 請 求 項 １ １ 】
接 着 剤 組 成 物 層 が 、 ブ チ ル ゴ ム 、 天 然 ゴ ム 、 エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン ゴ ム 、 ポ リ イ ソ プ レ ン 、
ス チ レ ン イ ソ プ レ ン ス チ レ ン 、 ス チ レ ン ブ チ ル ス チ レ ン ま た は ス チ レ ン エ チ レ ン ブ チ ル ス
チ レ ン を 含 む 群 か ら 選 択 さ れ た も の の う ち 少 な く と も １ つ を 含 む 、 請 求 項 ９ 記 載 の テ ー プ
。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 接 着 剤 層 が 、 粘 着 付 与 樹 脂 、 可 塑 剤 、 加 硫 剤 、 安 定 剤 、 難 燃 剤 、 殺 菌 剤 、
充 填 材 、 触 媒 お よ び 顔 料 を 含 む 群 か ら 選 択 さ れ る 添 加 剤 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ９ 記 載 の テ
ー プ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
接 着 剤 組 成 物 層 お よ び 基 材 組 成 物 層 が ハ ロ ゲ ン フ リ ー で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 温 度 耐 性 テ
ー プ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
上 下 両 表 面 区 域 を 持 ち 、 基 材 組 成 物 が シ ラ ン 架 橋 し た 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン 重 合 体 を 含 む 基
材 組 成 物 層 と 、
基 材 組 成 物 層 の 下 部 表 面 区 域 に 付 着 し 、 接 着 剤 組 成 物 が 感 圧 接 着 剤 ま た は 半 感 圧 接 着 剤 を
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含 む 接 着 剤 組 成 物 層 と 、 を 含 む 単 一 の 厚 み を 持 つ 温 度 耐 性 テ ー プ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
基 材 組 成 物 層 が 、 約 ５ ０ か ら 約 １ ０ ０ 重 量 ％ の シ ラ ン 架 橋 し た 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン 重 合 体
を 含 む 、 請 求 項 １ ４ 記 載 の 温 度 耐 性 テ ー プ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
基 材 組 成 物 層 が 、 約 ８ ５ か ら 約 ９ ０ 重 量 ％ の シ ラ ン 架 橋 し た 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン 重 合 体 を
含 む 、 請 求 項 １ ４ 記 載 の 温 度 耐 性 テ ー プ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
接 着 剤 組 成 物 が 架 橋 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ４ 記 載 の テ ー プ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
基 材 組 成 物 層 お よ び 接 着 剤 組 成 物 層 が 実 質 的 に ハ ロ ゲ ン フ リ ー で あ る 、 請 求 項 １ ４ 記 載 の
温 度 耐 性 テ ー プ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
上 下 両 表 面 区 域 を 持 ち 、 基 材 組 成 物 が 少 な く と も 約 ８ ５ か ら 約 ９ ０ 重 量 ％ の 、 架 橋 し た 低
密 度 ポ リ エ チ レ ン 重 合 体 を 含 む 基 材 組 成 物 層 と 、
基 材 組 成 物 層 の 下 部 表 面 区 域 に 付 着 し 、 接 着 剤 組 成 物 が 架 橋 結 合 感 圧 接 着 剤 を 含 む 接 着 剤
組 成 物 層 と を 含 み 、
基 材 組 成 物 層 と 接 着 剤 組 成 物 層 と が 実 質 的 に ハ ロ ゲ ン フ リ ー で あ る こ と を 特 徴 と す る 単 一
の 厚 み を 持 つ 温 度 耐 性 テ ー プ 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
上 下 両 表 面 区 域 を 持 ち 、 基 材 組 成 物 が 架 橋 可 能 な エ チ レ ン 重 合 体 を 含 む 基 材 組 成 物 層 と 、
基 材 組 成 物 層 の 下 部 表 面 区 域 に 付 着 し 、 接 着 剤 組 成 物 が 感 圧 接 着 剤 ま た は 半 感 圧 接 着 剤 を
含 み 、 架 橋 可 能 な エ チ レ ン 重 合 体 を 硬 化 さ せ る 触 媒 を さ ら に 有 す る 接 着 剤 組 成 物 層 と 、 を
含 む 単 一 の 厚 み を 持 つ 温 度 耐 性 テ ー プ 。
【 請 求 項 ２ １ 】
約 １ ２ ５ ℃ を 越 え る 温 度 に お い て 構 造 的 お よ び 化 学 的 完 全 性 を 維 持 す る 、 請 求 項 １ 、 １ ４
、 １ ９ ま た は ２ ０ 記 載 の 温 度 耐 性 テ ー プ 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
氷 点 下 約 ４ ０ ℃ か ら 約 １ ８ ０ ℃ の 温 度 範 囲 に わ た っ て 構 造 的 お よ び 化 学 的 完 全 性 を 維 持 す
る 、 請 求 項 １ 、 １ ４ 、 １ ９ ま た は ２ ０ 記 載 の 温 度 耐 性 テ ー プ 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
表 面 区 域 を 持 つ 基 質 と 、 そ の 基 質 表 面 に 付 着 し た 請 求 項 １ 、 １ ４ 、 １ ９ ま た は ２ ０ 記 載 の
温 度 耐 性 テ ー プ と を 含 む 製 造 品 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
温 度 耐 性 保 護 テ ー プ の 製 造 方 法 で あ っ て 、
ａ ． 　 架 橋 可 能 な エ チ レ ン を 基 に し た 重 合 体 樹 脂 お よ び 触 媒 を 含 有 す る 基 材 組 成 物 を 、 選
択 さ れ た 温 度 に あ る 上 部 ロ ー ル と 選 択 さ れ た 温 度 に あ る 中 央 ロ ー ル の 間 を 通 し て 、 第 一 カ
レ ン ダ ー ニ ッ プ へ 選 択 さ れ た 温 度 に て 押 し 出 し 成 形 す る 工 程 と 、
ｂ ． 　 選 択 さ れ た 温 度 に あ る 中 央 ロ ー ル 上 で 基 材 組 成 物 層 を 形 成 す る 工 程 と 、
ｃ ． 　 選 択 さ れ た 温 度 に あ る 接 着 剤 組 成 物 を 、 選 択 さ れ た 温 度 に あ る 中 央 ロ ー ル と 選 択 さ
れ た 温 度 に あ る 下 部 ロ ー ル の 間 を 通 し て 、 第 二 カ レ ン ダ ー ニ ッ プ へ 選 択 さ れ た 温 度 で 押 し
出 し 成 形 す る 工 程 と 、
ｄ ． 　 基 材 組 成 物 層 お よ び 接 着 剤 組 成 物 層 を 含 む テ ー プ を 形 成 す る 工 程 と 、
ｅ ． 　 架 橋 可 能 な エ チ レ ン を 基 に し た 重 合 体 樹 脂 を 反 応 さ せ て 基 材 組 成 物 内 に 架 橋 を 形 成
す る 工 程 と 、
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
温 度 耐 性 保 護 テ ー プ の 製 造 方 法 で あ っ て 、
ａ ． 　 架 橋 結 可 能 な エ チ レ ン を 基 に し た 重 合 体 樹 脂 を 含 有 す る 基 材 組 成 物 を 、 選 択 さ れ た
温 度 に あ る 上 部 ロ ー ル と 選 択 さ れ た 温 度 に あ る 中 央 ロ ー ル の 間 を 通 し て 、 第 一 の カ レ ン ダ
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ー ニ ッ プ へ 選 択 さ れ た 温 度 に て 押 し 出 し 成 形 す る 工 程 と 、
ｂ ． 　 選 択 さ れ た 温 度 に あ る 中 央 ロ ー ル 上 で 基 材 組 成 物 層 を 形 成 す る 工 程 と 、
ｃ ． 　 架 橋 さ せ る た め の 触 媒 を 含 む 接 着 剤 組 成 物 を 、 選 択 さ れ た 温 度 に あ る 中 央 ロ ー ル と
選 択 さ れ た 温 度 に あ る 下 部 ロ ー ル の 間 を 通 し て 、 第 二 カ レ ン ダ ー ニ ッ プ へ 選 択 さ れ た 温 度
で 押 し 出 し 成 形 す る 工 程 と 、
ｄ ． 　 基 材 組 成 物 層 お よ び 接 着 剤 組 成 物 層 を 含 む テ ー プ を 形 成 す る 工 程 と 、
ｅ ． 　 架 橋 可 能 な エ チ レ ン を 基 に し た 重 合 体 樹 脂 を 反 応 さ せ て 基 材 組 成 物 内 に 架 橋 を 形 成
す る 工 程 と 、
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
周 囲 の 水 分 が 架 橋 可 能 な 樹 脂 の 反 応 物 質 と し て 作 用 す る 、 請 求 項 ２ ４ ま た は ２ ５ 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
架 橋 結 合 し て い る エ チ レ ン を 基 に し た 重 合 体 樹 脂 が シ ラ ン 架 橋 し た 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン で
あ る 、 請 求 項 ２ ４ ま た は ２ ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
温 度 耐 性 保 護 テ ー プ の 製 造 方 法 で あ っ て 、
ａ ． 　 架 橋 可 能 な 重 合 体 樹 脂 を 含 む 基 材 層 材 料 を 入 手 す る 工 程 と 、
ｂ ． 　 接 着 剤 が 架 橋 可 能 な 重 合 体 樹 脂 と 反 応 す る 触 媒 を 有 す る 接 着 剤 層 材 料 を 基 材 層 材 料
に 塗 布 す る 工 程 と 、
ｃ ． 　 架 橋 可 能 な 重 合 体 樹 脂 を 反 応 さ せ て 基 材 層 材 料 内 に 架 橋 を 形 成 す る 工 程 と 、
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
温 度 耐 性 保 護 テ ー プ の 製 造 方 法 で あ っ て 、
ａ ． 　 架 橋 可 能 な 重 合 体 樹 脂 を 含 む 基 材 層 材 料 を 入 手 す る 工 程 と 、
ｂ ． 　 接 着 剤 層 材 料 を 基 材 層 材 料 に 塗 布 す る 工 程 と 、
ｃ ． 　 架 橋 可 能 な 重 合 体 樹 脂 を 反 応 さ せ て 基 材 層 材 料 内 に 架 橋 を 形 成 す る 工 程 と 、
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
架 橋 可 能 な エ チ レ ン を 基 に し た 重 合 体 樹 脂 が シ ラ ン 架 橋 可 能 な 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン で あ る
、 請 求 項 ２ ８ ま た は ２ ９ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
周 囲 の 水 分 が 架 橋 可 能 な 樹 脂 の 反 応 物 質 と し て 作 用 す る 、 請 求 項 ２ ８ ま た は ２ ９ 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
製 造 方 法 が 実 質 的 に ハ ロ ゲ ン フ リ ー で あ る 、 請 求 項 ２ ８ ま た は ２ ９ 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
１ ． 発 明 の 分 野
本 発 明 は 、 一 般 に 温 度 耐 性 保 護 テ ー プ 製 造 の た め の 組 成 物 お よ び 方 法 に 関 す る 。 よ り 具 体
的 に は 、 本 発 明 は 、 独 特 の 架 橋 結 合 を し た エ チ レ ン を 基 に す る 重 合 体 樹 脂 基 材 部 と 、 そ れ
に 付 着 し た 接 着 剤 と を 利 用 す る 、 新 規 な テ ー プ に 関 す る 。 こ の よ う な テ ー プ は 、 テ ー プ が
連 続 し て 高 熱 に さ ら さ れ る 用 途 に 特 に 適 し て い る 。 ま た 、 こ の よ う な テ ー プ は 、 エ チ レ ン
を 基 に し た 重 合 体 の 固 有 の 性 質 に よ り 、 低 温 で の 用 途 に も 適 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
２ ． 一 般 的 な 背 景 技 術 と 最 新 技 術
テ ー プ 製 品 は 、 費 用 効 率 の 高 い 保 護 被 覆 を 必 要 と す る 用 途 に 広 く 利 用 さ れ て い る 。 用 途 に
は 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス （ 例 ： 自 動 車 や 電 子 部 品 ） お よ び パ イ プ ラ イ ン 保 護 を 含 む が 、 こ れ ら
に 限 定 さ れ な い 。 し か し 、 保 護 被 覆 が 求 め ら れ る 一 方 で 、 保 護 が 必 要 な い く つ か の 用 途 で
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は 、 好 ま し く は 、 高 温 耐 性 （ 例 ： １ ２ ５ ℃ 以 上 で の 連 続 運 転 温 度 に 耐 え 得 る も の ） と 低 温
耐 性 （ 例 ： 氷 点 下 ４ ０ ℃ 前 後 で の 連 続 運 転 温 度 に 耐 え 得 る も の ） と を 備 え た テ ー プ が 使 用
さ れ る で あ ろ う 。 こ の よ う な 温 度 耐 性 が な け れ ば 、 テ ー プ の 構 成 成 分 は 、 溶 解 や 割 れ な ど
に よ っ て そ の 目 的 と す る 機 能 を 失 う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の い く つ か の テ ー プ 製 品 の 中 に は 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 基 材 を 利 用 し て い る も の が あ る 。
し か し 、 ポ リ エ チ レ ン （ Ｐ Ｅ ） 基 材 を 用 い た 製 品 は 、 概 し て 低 温 耐 性 は 十 分 で あ る も の の
、 高 温 耐 性 を 有 す る こ と は 証 明 さ れ て い な い 。 ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） な ど 、 そ の 他 の ポ
リ オ レ フ ィ ン 類 は 、 高 温 耐 性 を 備 え て い る も の の 、 こ れ ら の 重 合 体 は 、 産 業 利 用 に お い て
テ ー プ が さ ら さ れ る そ の 他 の 過 酷 な 条 件 に 対 す る 耐 性 が 低 く 、 そ れ に よ っ て 問 題 が 生 ず る
こ と が 多 い 。 こ う し た 例 に は 、 比 較 的 乏 し い 低 温 性 能 （ 脆 性 ） や 、 屈 曲 し た 場 合 の 応 力 白
化 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
用 途 の １ つ に 、 パ イ プ ラ イ ン 業 界 で 使 用 さ れ て き た Ｐ Ｐ テ ー プ が あ る 。 同 業 界 は 、 よ り 高
圧 の ガ ス 、 ま た は よ り 高 温 の オ イ ル の 使 用 に よ っ て 達 成 さ れ る 処 理 量 増 加 の 必 要 性 か ら 、
パ イ プ ラ イ ン お よ び そ の コ ー テ ィ ン グ の 使 用 温 度 を 高 め た と い う 歴 史 が あ る 。 こ の 議 論 に
つ い て は 、 米 国 特 許 番 号 ６ ， ０ ３ ３ ， ７ ７ ６ を 参 照 さ れ た い （ Scapa Tapesに 付 与 、 そ の
全 体 を 参 照 と し て 本 明 細 書 に 含 め る ） 。 同 業 界 に お い て 現 在 ま で 利 用 さ れ て き た テ ー プ の
一 例 に は 、 接 着 剤 で コ ー テ ィ ン グ さ れ た ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） フ ィ ル ム の Polyken（ 登
録 商 標 ） （ Tyco Intl., の 事 業 部 門 、 マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 州 ノ ー ス ウ ッ ド 、 商 品 番 号 １ ６ ３
６ ） が あ る 。 こ こ で は 、 ポ リ エ チ レ ン （ Ｐ Ｅ ） よ り も 高 温 耐 性 に 優 れ て い る た め 、 Ｐ Ｐ を
使 用 し て い る 。 こ の 製 品 は 高 温 で も 機 能 性 を 維 持 す る が 、 理 想 的 で は な く 費 用 効 率 も 悪 い
。 ま ず Ｐ Ｐ を 購 入 し 、 ロ ー ル 上 に 接 着 剤 を 、 大 量 の 廃 棄 物 を 伴 う ス ト ッ プ ・ ア ン ド ・ ゴ ー
方 式 で コ ー テ ィ ン グ し な け れ ば な ら な い 。 Ｐ Ｐ は ご く 微 量 で も Ｐ Ｅ に 対 す る （ ゲ ル を 発 生
さ せ る ） 処 理 阻 害 物 質 と し て 作 用 す る た め 、 テ ー プ 製 品 の 製 造 者 は 、 自 社 フ ィ ル ム を 既 存
の Ｐ Ｅ 押 し 出 し 装 置 で 押 し 出 す こ と に は 消 極 的 で あ る 。 同 様 に 、 （ 購 入 し た ） 加 工 済 み の
Ｐ Ｐ を 基 に し た フ ィ ル ム は 、 自 動 車 用 の テ ー プ 用 途 に 利 用 が 可 能 で あ る が 、 こ の 用 途 に お
い て も 上 記 と 同 様 の 欠 点 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
他 の 従 来 型 テ ー プ 製 品 で は 、 ポ リ レ フ ィ ン に 代 え て 、 テ ー プ 基 材 に ポ リ 塩 化 ビ ニ ル （ Ｐ Ｖ
Ｃ ） を 使 用 し て い る 。 Ｐ Ｖ Ｃ テ ー プ は 自 動 車 業 界 で 広 く 利 用 さ れ て い る が 、 用 途 は 基 本 的
に ８ ５ ℃ か ら １ ０ ５ ℃ に 定 め ら れ て い る 。 そ の た め 、 一 般 に 、 Ｐ Ｖ Ｃ は Ｐ Ｅ に 対 し て い か
な る 重 要 な 熱 的 優 位 性 も 持 た な い 。 さ ら に 、 Ｐ Ｖ Ｃ は 物 理 的 変 質 に 非 常 に 影 響 を 受 け や す
い 。 ま た 、 本 来 Ｐ Ｖ Ｃ は 硬 質 で あ る が 、 テ ー プ 製 品 に 必 要 と さ れ る 柔 軟 性 と 適 合 性 を 得 る
た め に 可 塑 化 が 行 わ れ る 。 可 塑 剤 の 拡 散 が 時 間 の 経 過 と と も に 起 こ り 、 フ ィ ル ム 基 材 の 応
力 割 れ の 加 速 と 接 着 剤 の 軟 化 を 生 じ る 。 加 え て 、 Ｐ Ｖ Ｃ テ ー プ は 最 低 限 度 の 化 学 的 安 定 性
を 持 つ に 過 ぎ な い こ と か ら 、 パ イ プ ラ イ ン 保 護 用 途 で は 既 に 使 用 さ れ て い な い 。 最 後 に 、
Ｐ Ｖ Ｃ は 、 焼 却 処 理 に よ り 分 解 さ れ 、 環 境 に 対 し て 危 険 な 化 合 物 を 放 出 す る ハ ロ ゲ ン を 含
有 し て い る 。 ワ イ ヤ の リ サ イ ク ル を 目 的 と し た ハ ー ネ ス の 焼 却 に よ っ て 、 許 容 量 を 超 え る
有 毒 な 腐 食 性 煙 霧 が 排 出 さ れ る こ と か ら 、 現 在 、 自 動 車 業 界 が 積 極 的 に 取 り 組 ん で い る リ
サ イ ク ル プ ロ グ ラ ム は 、 Ｐ Ｖ Ｃ コ ー テ ィ ン グ さ れ た パ ー ツ で は 容 易 に 達 成 さ れ な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
米 国 特 許 番 号 ５ ， ４ ０ ７ ， ７ ２ ６ （ マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 州 マ ン ス フ ィ ー ル ド の Kendall Comp
.,に 付 与 、 そ の 全 体 を 参 照 と し て 本 明 細 書 に 含 め る ） に 従 っ た 従 来 型 の テ ー プ の １ つ は 、
製 品 に 高 温 耐 性 を 提 供 す る こ と を 試 み る も の だ が 、 そ の 実 現 に は ハ ロ ゲ ン 化 （ 塩 素 化 ポ リ
エ チ レ ン ） さ れ た 基 材 を 用 い て い る 。 こ の た め 、 こ の 製 品 も 同 様 に 、 温 度 耐 性 と リ サ イ ク
ル 性 の 両 方 の 解 決 を 求 め る エ ン ド ユ ー ザ ー に 魅 力 が な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
米 国 特 許 仮 出 願 番 号 ６ ０ ／ １ ７ ９ ， ９ ６ ４ （ Scapa Group PLCに 付 与 、 そ の 全 体 を 参 照 と
し て 本 明 細 書 に 含 め る ） は 、 ワ ン ス テ ッ プ カ レ ン ダ ー 処 理 し た ハ ロ ゲ ン フ リ ー の 共 重 合 体
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テ ー プ を 開 示 し て い る 。 基 材 は 、 Ｐ Ｅ お よ び Ｅ Ｍ Ａ （ エ チ レ ン メ チ ル ア ク リ レ ー ト ） の 混
合 物 質 か ら な り 、 結 果 と し て 柔 軟 で 適 合 性 の あ る 「 ビ ニ ル 状 」 の 製 品 と な っ て い る 。 こ れ
は 低 コ ス ト で 、 物 理 的 お よ び 化 学 的 変 質 （ 例 ： 自 動 車 の 流 動 体 、 磨 耗 、 お よ び パ ン ク に よ
る 変 質 ） に 強 く 、 優 れ た 低 温 耐 性 も 備 え て い る 。 従 っ て 、 Ｐ Ｖ Ｃ に 見 ら れ る ハ ロ ゲ ン を 使
用 す る こ と な く 、 ハ ー ネ ス 製 品 用 途 用 の 可 塑 化 Ｐ Ｖ Ｃ テ ー プ と 同 様 の 長 所 が 得 ら れ る 。 こ
う し た 利 点 は 、 上 記 の リ サ イ ク ル プ ロ グ ラ ム に 最 適 で あ る 。 ま た 、 本 質 的 に フ ォ ギ ン グ 性
（ fogging） が 低 い （ 対 照 的 に 可 塑 化 ビ ニ ル は 一 般 に 低 く な い ） た め 、 こ れ は 自 動 車 の 内
装 へ の 応 用 に も よ り 適 し て い る 。 し か し 、 上 記 よ う に 、 こ の ハ ロ ゲ ン フ リ ー テ ー プ と Ｐ Ｖ
Ｃ テ ー プ は い ず れ も 、 １ ０ ５ ℃ を 超 え る 、 そ の 他 の 工 業 目 的 で 必 要 と さ れ る 十 分 な 高 温 耐
性 を 備 え て い な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
同 様 に 、 Ｐ Ｃ Ｔ 出 願 番 号 Ｗ Ｏ ０ ７ １ ６ ３ ４ Ａ １ （ Tyco Intl., に 付 与 、 そ の 全 体 を 参 照 と
し て 本 明 細 書 に 含 め る ） は 、 フ ォ ギ ン グ 性 の 低 い ハ ロ ゲ ン フ リ ー テ ー プ を 提 供 し て い る 。
ま た 、 米 国 特 許 番 号 ６ ， ２ ０ ０ ， ６ ７ ７ （ Scapa Group PLC） は 、 ハ ロ ゲ ン フ リ ー テ ー プ
を 開 示 し て い る 。 し か し い ず れ の 場 合 も 、 他 の 工 業 目 的 で 必 要 と さ れ る 十 分 な 高 温 耐 性 を
備 え て い な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の た め 、 高 温 耐 性 を 備 え 、 環 境 に 優 し い 製 造 と リ サ イ ク ル が 可 能 な （ ハ ロ ゲ ン フ リ ー な
ど の ） フ ィ ル ム 状 テ ー プ の 必 要 性 が 生 ず る 。 さ ら に テ ー プ は 、 １ ） 負 荷 変 形 の 低 減 （ 高 温
時 に も っ と も 明 白 ） 、 ２ ） 耐 磨 耗 性 や 環 境 応 力 割 れ 抵 抗 （ Ｅ Ｓ Ｃ Ｒ ） の 向 上 な ど を 含 む 物
理 的 な 耐 久 性 の 強 化 、 ３ ） 化 学 的 耐 性 お よ び 溶 剤 耐 性 の 向 上 、 お よ び ４ ） 製 造 上 の 簡 便 さ
と コ ス ト 効 率 の 改 善 を 含 む が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 構 造 的 な ら び に 機 能 的 な 完 全 性 を 維 持
す る こ と に よ っ て 、 自 動 車 お よ び パ イ プ ラ イ ン 業 界 に お け る 同 様 お よ び よ り 広 範 な 目 的 を
果 た す た め の 、 さ ら な る 恩 恵 を も た ら す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
発 明 の 概 要
本 発 明 は 、 新 規 な テ ー プ 基 材 組 成 物 と 、 単 純 か つ 経 済 的 で あ る こ と に 加 え て 、 高 温 耐 性 が
あ り 本 質 的 に ハ ロ ゲ ン フ リ ー で あ る テ ー プ 製 品 の 製 造 方 法 と を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に よ る と 、 主 と し て 架 橋 し た エ チ レ ン を 基 に し た 重 合 体 樹 脂 を 含 む テ ー プ 基 材 組 成
物 が 提 供 さ れ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 ポ リ マ ー 鎖 上 で シ ラ ン グ ラ フ ト さ れ た 部 分 の 反 応 を 介
し て 架 橋 が 達 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
加 え て 、 一 部 の 実 施 例 に お け る 基 材 組 成 物 は 、 加 工 助 剤 、 熱 安 定 剤 、 酸 化 防 止 剤 、 触 媒 、
顔 料 、 難 燃 剤 お よ び 充 填 材 な ど の 添 加 剤 を さ ら に 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 は ま た 、 例 え ば 、 接 着 剤 組 成 物 で コ ー テ ィ ン グ し て い る 間 に 、 基 材 組 成 物 が 同 時 に
所 要 の 厚 み に 形 成 さ れ 架 橋 さ れ る 、 ワ ン パ ス カ レ ン ダ ー 処 理 を 使 用 し た テ ー プ の 製 造 方 法
も 提 供 す る 。 さ ら に 、 電 子 ビ ー ム （ 照 射 ） の よ う な 架 橋 の 代 替 方 法 が 完 全 に 回 避 で き る 。
従 っ て 、 経 済 性 （ 高 資 本 コ ス ト ） お よ び 安 全 性 に 関 わ る 照 射 の 弊 害 も 回 避 で き る 。 こ の ワ
ン パ ス 処 理 は さ ら に 、 予 備 成 形 し た フ ィ ル ム の 溶 媒 コ ー テ ィ ン グ な ど の 従 来 方 法 に 比 べ 、
よ り 経 済 的 で か つ 環 境 に 優 し い 無 溶 媒 接 着 剤 の 適 用 と い う 利 点 も 持 つ 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 他 の 目 的 、 特 徴 、 お よ び 利 点 は 、 下 記 の 好 適 な 実 施 例 お よ び 添 付 す る 図 面 の 詳 細
な 説 明 を 考 慮 し て 明 ら か に な る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
好 適 実 施 態 様 の 詳 細 な 説 明
以 下 の 好 ま し い 実 施 例 の 記 述 は 、 本 発 明 の 一 部 を な し 、 か つ 、 本 発 明 を 実 施 で き る 具 体 的
な 実 施 例 を 例 示 す る 目 的 で 示 さ れ た 添 付 す る 図 面 に つ い て 説 明 し て い る 。 他 の 実 施 例 を 利
用 す る こ と は 可 能 で あ り 、 本 発 明 の 範 囲 を 逸 脱 す る こ と な し に 構 造 的 お よ び 機 能 的 な 変 更
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が 可 能 で あ る こ と が 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
テ ー プ 基 材 組 成 物
本 発 明 の １ つ の 実 施 例 で は 、 架 橋 し た エ チ レ ン を 基 に し た 重 合 体 樹 脂 を 含 む テ ー プ 基 材 組
成 物 が 提 供 さ れ る 。 こ う し た 材 料 の 架 橋 に よ っ て 、 本 明 細 書 に 述 べ る テ ー プ 基 材 組 成 物 の
高 度 な 耐 熱 性 が 達 成 さ れ 、 こ れ ら の 組 成 物 が 高 温 で の 応 用 に 非 常 に 適 し た も の と な る 。 架
橋 し た 樹 脂 フ ィ ル ム の 例 で は 、 本 発 明 の 方 法 お よ び 処 方 に 従 う こ と で 温 度 お よ び 変 形 に 対
す る 耐 性 の 向 上 が 実 証 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
使 用 す る 重 合 体 樹 脂 は 、 最 終 製 品 の 用 途 に 応 じ た 各 種 の 性 質 を 達 成 す る た め に 選 択 さ れ な
け れ ば な ら な い 。 本 発 明 に お い て 有 用 な 重 合 体 樹 脂 の 形 態 の １ つ は 、 シ ラ ン グ ラ フ ト し た
Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ （ 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン ） 樹 脂 で あ る 。 こ れ ら は 市 販 さ れ て お り 、 適 切 な 触 媒 と の
併 用 に 適 し て い る 。 本 発 明 に 有 用 で あ る こ と が 判 明 し た こ れ ら ２ つ の 「 シ ス テ ム 」 の 例 に
は 、 Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ お よ び Ｃ Ｍ ４ ９ ７ 触 媒 マ ス タ ー バ ッ チ （ 英 国 ケ ン ト 州 グ レ ー ブ ゼ ン ド 、 AEI 
Compounds Limited製 ） に グ ラ フ ト し た Process Plus SX522A（ 密 度 ＝ ０ ． ９ ２ 、 メ ル ト イ
ン デ ッ ク ス ＝ １ ． ４ ） 、 な ら び に 、 LDPEお よ び Pexidan A/T CAT-003触 媒 マ ス タ ー バ ッ チ
（ ウ ィ ス コ ン シ ン 州 シ ボ イ ガ ン 、 Padanaplast USA Inc.製 ） に グ ラ フ ト し た Pexidan X/T 
A3001（ 密 度 ＝ ０ ． ９ ２ 、 メ ル ト イ ン デ ッ ク ス ＝ １ ． ６ ） を 含 む が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な
い 。 こ ら れ の 触 媒 は 、 非 反 応 性 Ｐ Ｅ キ ャ リ ア で 提 供 さ れ る ジ ブ チ ル ス ズ ジ ラ ウ レ ー ト な ど
の 有 機 ス ズ 化 合 物 を 基 に し た マ ス タ ー バ ッ チ で あ り 、 本 発 明 の 使 用 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
あ る い は ま た 、 様 々 な 等 級 お よ び 混 合 体 の エ チ レ ン を 基 に し た 樹 脂 を 、 シ ラ ン で グ ラ フ ト
さ せ 、 テ ー プ 基 材 組 成 物 用 に 利 用 可 能 な 、 特 別 に 調 合 し た 化 合 物 で あ る こ と が で き る 。 本
発 明 に 有 用 で あ る そ う し た 単 独 ま た は 組 み 合 わ さ れ た 樹 脂 の 例 に は 、 ポ リ エ チ レ ン （ カ ナ
ダ 、 ア ル バ ー タ 州 カ ル ガ リ ー 、 Nova Chemicals製 ） 、 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン （ Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ ； No
vapol（ 登 録 商 標 ） LE-0220-A、 密 度 ＝ ０ ． ９ ２ 、 メ ル ト イ ン デ ッ ク ス ＝ ２ ． ５ 、 Nova Che
micals製 ） 、 線 状 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン （ Ｌ Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ ； Sclair（ 登 録 商 標 ） 11L1、 密 度 ＝ ０
． ９ ２ 、 メ ル ト イ ン デ ッ ク ス ＝ ０ ． ７ 、 Nova Chemicals製 ） 、 お よ び 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン
（ Ｈ Ｄ Ｐ Ｅ ； Novapol（ 登 録 商 標 ） HF-Y450-A、 密 度 ＝ ０ ． ９ ４ ９ 、 メ ル ト イ ン デ ッ ク ス ＝
０ ． ４ 、 Nova Chemicals製 ） を 含 む が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
さ ら に 、 テ ー プ 基 材 組 成 物 に 使 用 可 能 な 共 重 合 体 に は 、 エ チ レ ン 酢 酸 ビ ニ ル （ Ｅ Ｖ Ａ ） 、
エ チ レ ン メ チ ル ア ク リ レ ー ト （ Ｅ Ｍ Ａ ） 、 エ チ レ ン 酢 酸 ブ チ ル （ Ｅ Ｂ Ａ ） 、 エ チ レ ン エ チ
ル ア ク リ レ ー ト （ Ｅ Ｅ Ａ ） 、 エ チ レ ン ア ク リ ル エ ラ ス ト マ ー お よ び エ チ レ ン ア ク リ ル 酸 （
Ｅ Ａ Ａ ） が 含 ま れ る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。 こ の 共 重 合 体 の グ ル ー プ の 中 で も 、 Ｅ Ｍ
Ａ 、 特 に Chevron（ 商 標 ）  SP-2205（ テ ネ シ ー 州 キ ン グ ス ポ ー ト 、 Eastman Chemicals Co.
,製 ） ま た は Optema（ 商 標 ）  TC-110（ テ キ サ ス 州 ヒ ュ ー ス ト ン 、 Exxon Chemical Company
製 ） が 最 も 好 ま し い 。 ま た 、 対 象 と な る メ タ ロ セ ン 触 媒 技 術 を 基 に し た 多 様 な 等 級 の エ チ
レ ン エ ラ ス ト マ ー に は 、 Engage（ 登 録 商 標 ） 8585（ デ ラ ウ ェ ア 州 ウ ィ ル ミ ン ト ン 、 DuPont
 Dow Elastomers Company製 ） が 含 ま れ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 共 重 合 体 を エ
ラ ス ト マ ー に 置 き 換 え る こ と も 可 能 で あ る 。 適 当 な エ ラ ス ト マ ー に は 、 天 然 ゴ ム （ Ｎ Ｒ ）
、 エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン ゴ ム （ Ｅ Ｐ Ｒ ） 、 ジ エ ン タ ー ポ リ マ ー （ Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ） 、 ブ チ ル ゴ ム （
Ｉ Ｉ Ｒ ） 、 お よ び ス チ レ ン ブ タ ジ エ ン ス チ レ ン （ Ｓ Ｂ Ｓ ） が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
場 合 に よ り 、 温 度 耐 性 保 護 テ ー プ 製 品 の 製 造 時 に 、 結 合 し た 樹 脂 を エ チ レ ン 重 合 体 、 共 重
合 体 お よ び エ ラ ス ト マ ー と 混 合 （ 希 釈 ） し て も よ い 。 グ ラ フ ト し た Ｌ Ｐ Ｄ Ｅ と 混 和 可 能 な
、 ま た は グ ラ フ ト し た Ｌ Ｐ Ｄ Ｅ と 相 互 侵 入 ネ ッ ト ワ ー ク （ Ｉ Ｐ Ｎ ） 構 造 を 形 成 で き る 、 重
合 体 お よ び 共 重 合 体 が 好 ま し い 。 非 グ ラ フ ト 樹 脂 を 組 成 物 に 添 加 す る こ と に よ り 、 架 橋 の
程 度 （ 架 橋 密 度 ） は 低 下 し 、 同 様 に 温 度 耐 性 度 も 低 下 す る が 、 物 理 特 性 の 強 化 （ よ り 大 き
な 伸 び 特 性 と よ り 高 い 適 合 性 ） は 実 現 で き る 。 そ れ ゆ え 、 テ ー プ 製 品 の 耐 熱 性 お よ び 物 理
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特 性 の 程 度 は 、 特 定 の 用 途 に 適 す る よ う に 最 適 化 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
架 橋 方 法
現 在 商 業 利 用 さ れ て い る 、 Ｐ Ｅ を 架 橋 さ せ る 基 本 的 方 法 に は 、 １ ） 過 酸 化 物 と の 化 学 的 な
架 橋 、 ２ ） 照 射 架 橋 、 お よ び ３ ） シ ラ ン グ ラ フ ト 架 橋 が あ る 。 従 来 、 化 学 的 お よ び 照 射 架
橋 が テ ー プ の 製 造 に 用 い ら れ て き た （ 例 ： Kendallに 付 与 さ れ た 米 国 特 許 番 号 ５ ， ４ ０ ７
， ７ ２ ６ ） 。 テ ー プ 基 材 製 造 、 お よ び 特 に 耐 熱 性 の 向 上 を 目 的 と す る シ ラ ン グ ラ フ ト し た
重 合 体 の 使 用 は 、 こ れ ま で 言 及 さ れ て こ な か っ た が 、 代 替 方 法 に 対 し て は 大 き な 利 点 を 持
っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 で は 、 架 橋 は エ チ レ ン を 基 に し た 重 合 体 樹 脂 の シ ラ ン グ ラ フ ト を 介 し て 達 成 す る こ
と が 好 ま し い 。 一 般 に 、 シ ラ ン グ ラ フ ト 処 理 は 、 Ｐ Ｅ な ど の エ チ レ ン を 基 に し た 重 合 体 樹
脂 を 出 発 物 質 と し て 始 め る 。 こ の 架 橋 方 法 に お い て 、 シ ラ ン は 、 押 し 出 し 成 形 処 理 中 、 ま
た は そ れ 以 前 に 、 樹 脂 基 材 に 対 し て グ ラ フ ト さ れ る 。 押 し 出 し 成 形 お よ び カ レ ン ダ ー 処 理
後 （ 下 記 「 製 造 方 法 」 を 参 照 さ れ た い ） 、 周 囲 の 水 分 と 化 学 反 応 を 起 す こ と で 分 子 の 架 橋
が 形 成 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 シ ラ ン グ ラ フ ト 樹 脂 分 子 が 架 橋 す る 。 こ う し た 化 学 的 方 法
は 、 ゴ ム の 加 硫 成 形 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
た だ し 、 架 橋 は 他 の 化 学 物 質 に よ っ て 形 成 し て も よ い 。 上 記 の よ う に 、 有 機 過 酸 化 物 の 使
用 が 可 能 で あ る 。 し か し こ れ ら の シ ス テ ム は 、 有 害 で 不 安 定 な 物 質 の 曝 露 に よ り 、 一 般 に
は 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
対 照 的 に 、 照 射 架 橋 で は 、 分 子 架 橋 を 起 こ す た め に 、 最 終 製 品 に 高 エ ネ ル ギ ー 照 射 を 使 用
す る 。 こ う し て 、 単 純 な 水 分 と の 反 応 に よ る シ ラ ン グ ラ フ ト 架 橋 に 比 べ 、 照 射 架 橋 は 複 雑
な 技 術 、 そ し て 専 用 の 機 器 や 設 備 を 必 要 と し 、 著 し く 高 価 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
さ ら に こ れ ら の 方 法 論 と は 対 照 的 に 、 例 え ば 、 シ ラ ン 架 橋 し た Ｐ Ｅ の 分 子 構 造 は 、 化 学 的
お よ び 照 射 架 橋 に よ り 架 橋 し た Ｐ Ｅ の 分 子 構 造 と は 大 き く 異 な る 。 化 学 的 お よ び 照 射 架 橋
（ 共 に フ リ ー ラ ジ カ ル 法 ） は 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 を 伴 い 、 そ こ で は 各 架 橋 部 分 が 炭 素 －
炭 素 結 合 に よ っ て ２ つ の Ｐ Ｅ 鎖 を 結 合 さ せ る こ と に よ っ て 生 ず る 。 し か し 、 シ ラ ン グ ラ フ
ト に よ る 架 橋 で は 、 シ ラ ン 架 橋 剤 の 多 機 能 性 に よ り 、 １ つ の Ｐ Ｅ － シ ラ ン 鎖 が 、 ２ つ 以 上
の 同 様 の 鎖 と 反 応 し て シ ロ キ サ ン 架 橋 の ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 す る こ と を 可 能 に す る 。 分 子
結 合 の 性 質 は 異 な る が 、 も た ら す 最 終 的 な 結 果 は 同 一 で あ る 。 そ れ ゆ え 、 照 射 ま た は 化 学
的 の い ず れ か の 方 法 を 用 い る よ り も 単 純 な 方 法 で 同 等 の 耐 性 を 備 え た テ ー プ を 調 合 で き る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
架 橋 の 強 度 ／ 密 度 。 架 橋 の 強 度 の 多 様 性 は 、 耐 熱 性 お よ び 変 形 に 対 す る 耐 性 の 向 上 に 利 用
で き る 。 本 発 明 で は 、 温 度 耐 性 テ ー プ は 、 約 ５ ０ か ら 約 １ ０ ０ 重 量 ％ の 、 架 橋 さ れ た ポ リ
エ チ レ ン 重 合 体 を 含 む 基 材 組 成 物 層 を 持 つ こ と が 好 ま し く 、 さ ら に 、 約 ８ ５ か ら 約 ９ ０ 重
量 ％ の 、 架 橋 さ れ た ポ リ エ チ レ ン 重 合 体 を 含 む も の が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
１ 種 類 ま た は 混 合 し た エ チ レ ン を 基 に し た 重 合 体 を 使 用 す る 一 例 で は 、 シ ラ ン の 存 在 量 に
よ っ て 、 得 ら れ る 重 合 体 の 物 理 的 特 性 を 左 右 す る 架 橋 密 度 を 調 整 で き る 。 シ ラ ン の 重 量 パ
ー セ ン ト で 示 す 好 ま し い 範 囲 は 、 ０ ． ２ か ら ３ ． ０ で あ る 。 よ り 好 ま し い 範 囲 は 、 ０ ． ２
か ら １ ． ８ パ ー セ ン ト で あ る 。 シ ラ ン が 、 押 し 出 し 成 形 時 に 他 の 重 合 体 と 混 合 さ れ て 希 釈
さ れ る 重 合 体 の １ つ と グ ラ フ ト し た 場 合 に お い て も 、 シ ラ ン の 存 在 量 は 全 基 材 に 比 例 す る
。 混 合 さ れ た シ ス テ ム の 場 合 、 相 互 侵 入 ネ ッ ト ワ ー ク （ Ｉ Ｐ Ｎ ） が 形 成 さ れ 、 希 釈 重 合 体
が シ ラ ン と グ ラ フ ト さ れ て い な く と も 、 そ の シ ス テ ム の 特 性 が 向 上 す る こ と を 可 能 に す る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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重 合 体 樹 脂 の 他 に も 、 基 材 層 組 成 物 に 任 意 に 付 加 で き る 添 加 剤 に は 、 加 工 助 剤 、 熱 安 定 剤
、 酸 化 防 止 剤 、 触 媒 、 顔 料 、 難 燃 剤 お よ び 充 填 材 が 含 ま れ る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。
こ れ ら の 成 分 は 当 業 者 に 周 知 で あ り 、 十 分 に 実 証 さ れ て い る 。 こ れ ら の 化 合 物 の 例 は 、 参
照 と し て 本 明 細 書 に 含 め る 特 許 に 示 さ れ て い る （ 米 国 特 許 番 号 ５ ， ４ ０ ７ ， ７ ２ ６ ； ６ ，
０ ３ ３ ， ７ ７ ６ お よ び ６ ， ２ ０ ０ ， ６ ７ ７ 、 仮 出 願 番 号 ６ ０ ／ １ ７ ９ ， ９ ６ ４ お よ び Ｗ Ｏ
０ ７ １ ６ ３ ４ Ａ １ ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
酸 化 防 止 剤 （ Ａ Ｏ ） は 、 長 期 間 の 高 温 耐 性 が 必 要 と さ れ る 用 途 で 高 性 能 を 達 成 す る た め に
重 要 で あ る 。 重 合 体 基 質 内 に お い て 完 全 に 拡 散 さ れ る よ う 、 適 切 な Ａ Ｏ パ ッ ケ ー ジ を あ ら
か じ め シ ラ ン グ ラ フ ト し た 基 材 樹 脂 に 化 合 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
顔 料 は 、 必 須 で は な い も の の 、 工 業 お よ び パ イ プ ラ イ ン に お け る 用 途 で の 要 望 が 高 く 、 テ
ー プ 製 品 の 製 造 時 に 添 加 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
温 度 耐 性 保 護 テ ー プ
上 記 の テ ー プ 基 材 組 成 物 は 、 上 部 表 面 区 域 １ ２ ａ お よ び 下 部 表 面 区 域 １ ２ ｂ を 有 す る 少 な
く と も １ つ の 基 材 組 成 物 層 １ ２ と 、 下 部 表 面 区 域 １ ２ ｂ に 付 着 す る １ つ の 接 着 剤 組 成 物 層
１ ４ と を 有 す る テ ー プ １ ０ の 形 成 に 使 用 で き る （ 図 １ ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の テ ー プ は 、 以 下 の 物 理 特 性 を 持 つ こ と が 好 ま し い ： 高 い 初 期 粘 着 性 （ 粘 着 力 ） 、 高 い
接 着 強 度 、 非 平 滑 面 に 対 す る 柔 軟 性 と 適 合 性 、 高 い 保 持 力 （ 剪 断 強 度 ） お よ び 卓 越 し た 温
度 耐 性 （ 例 ： 約 １ ２ ５ ℃ 以 上 、 最 も 好 ま し く は 氷 点 下 約 ４ ０ ℃ か ら 約 １ ８ ５ ℃ 、 の 温 度 に
お け る 高 い 物 理 的 お よ び 化 学 的 安 定 性 ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
当 該 分 野 に お い て 公 知 で あ る よ う に 、 基 材 層 １ ２ お よ び ／ ま た は 接 着 剤 層 １ ４ の 組 成 物 用
に 選 択 さ れ る 材 料 は 、 上 記 の 特 性 を 達 成 す る た め 、 ま た は テ ー プ の 目 的 と す る 用 途 に 応 じ
た 新 た な 特 性 を 実 現 す る た め に 選 択 さ れ る 。 例 え ば 、 必 要 に 応 じ て 、 使 用 さ れ る 表 面 に よ
く 適 合 す る テ ー プ を 提 供 す る た め に 、 基 材 層 の 組 成 物 に 柔 軟 性 を 向 上 さ せ る た め の 様 々 な
共 重 合 体 を 含 め て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
接 着 剤 組 成 物 層
接 着 剤 組 成 物 層 は 、 半 感 圧 接 着 剤 （ プ ラ イ マ ー シ ス テ ム と の 併 用 が 好 ま し い ） ま た は 感 圧
接 着 剤 （ こ れ に は ブ チ ル ゴ ム 、 天 然 ま た は 合 成 ポ リ イ ソ プ レ ン が 含 ま れ る が こ れ ら に 限 定
さ れ な い ） 、 Ｅ Ｐ Ｒ 、 Ｓ Ｂ Ｒ 、 お よ び ブ ロ ッ ク 共 重 合 体 （ Ｓ Ｉ Ｓ 、 Ｓ Ｂ Ｓ 、 Ｓ Ｅ Ｂ Ｓ ） を
基 に し た 接 着 剤 を 含 む こ と が 好 ま し い 。 一 般 に 、 パ イ プ ラ イ ン 業 界 で の 用 途 で は ブ チ ル を
基 に し た 接 着 剤 が 好 ま し い が 、 自 動 車 業 界 用 途 で は 様 々 な 重 合 体 や 重 合 体 混 合 物 が 使 用 で
き る 。 こ れ ら の 接 着 剤 は 、 当 業 者 に 周 知 で あ る 。 接 着 剤 は 、 こ の よ う な 、 高 温 に お い て も
接 着 基 面 ま た は テ ー プ 基 材 へ の 接 着 力 を 失 う こ と な く 機 能 す る も の を 選 択 し な け れ ば な ら
な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
接 着 剤 に は 架 橋 さ れ た も の と さ れ て い な い も の が あ る が 、 高 温 用 途 で は 架 橋 さ れ た 接 着 剤
シ ス テ ム を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 当 業 者 に 公 知 の 多 く の 架 橋 技 術 に は 、 硫 黄 供 与 体 お
よ び フ ェ ノ ー ル 系 物 質 を 使 用 す る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 選 択 し た 重 合 体 に よ っ て は 、
シ ラ ン 化 合 物 を 接 着 剤 と し て 使 用 す る こ と も で き る 。 シ ラ ン 化 合 物 を 配 合 し た 架 橋 可 能 な
接 着 剤 の 例 は 、 Swift Adhesives & AEI Compounds Limitedに 付 与 さ れ た 特 許 番 号 Ｗ Ｏ ８
９ ／ １ １ ５ １ ２ （ 対 Martin） に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
接 着 剤 組 成 物 層 に は 、 粘 着 付 与 樹 脂 、 可 塑 剤 、 加 硫 剤 、 安 定 剤 、 難 燃 剤 、 殺 菌 剤 、 充 填 材
お よ び 顔 料 を 含 む が こ れ ら に 限 定 さ れ な い 添 加 剤 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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テ ー プ も ま た 、 基 材 層 組 成 物 層 お よ び ／ ま た は 接 着 剤 組 成 物 層 内 に 混 合 さ れ た ハ ロ ゲ ン フ
リ ー 難 燃 剤 を 配 合 す る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 難 燃 剤 の 利 点 を さ ら に 提 供 す る こ と が で
き る 。 非 ハ ロ ゲ ン 化 の 例 に は 、 有 機 化 学 物 質 （ 燐 ま た は ホ ウ 素 を 基 に し た シ ス テ ム な ど ）
ま た は 無 機 化 学 物 質 （ ア ル ミ ナ 三 水 和 物 ま た は 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム な ど ） が 含 ま れ る が こ
れ ら に 限 定 さ れ な い 。 そ の 他 の 例 は 当 業 者 に 周 知 で あ る か 、 参 照 に よ り 本 明 細 書 に 含 め る
特 許 に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
製 造 方 法
架 橋 し て い る 重 合 体 樹 脂 。 当 該 分 野 に お い て 、 シ ラ ン グ ラ フ ト に よ る 架 橋 方 法 が 少 な く と
も ２ 通 り 知 ら れ て い る 。 手 短 に 言 え ば 、 両 形 成 方 法 は 、 よ り 高 い 分 子 量 の ポ リ マ ー 鎖 が 結
合 し た ネ ッ ト ワ ー ク を 生 成 す る た め の 、 重 合 体 高 分 子 間 の 結 合 の 形 成 を 含 む 。 得 ら れ た ３
次 元 分 子 は 、 架 橋 し て い な い 材 料 よ り も 望 ま し く 、 極 端 な 温 度 、 化 学 的 な ア タ ッ ク お よ び
ク リ ー プ 変 形 に 対 す る よ り 高 い 耐 性 を 持 つ こ と か ら 、 高 温 環 境 下 に お い て は 架 橋 結 合 し た
重 合 体 樹 脂 の 使 用 が 理 想 的 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
シ オ プ ラ ス 法 と は 、 重 合 体 樹 脂 を シ ラ ン と グ ラ フ ト さ せ 、 そ の 後 、 グ ラ フ ト し た 重 合 体 樹
脂 を 水 分 架 橋 さ せ る た め に 使 用 さ れ る 、 基 本 的 な ツ ー ス テ ッ プ の 押 し 出 し 成 形 処 理 （ Dow 
Corningが 開 発 ） で あ る 。 最 初 の ス テ ッ プ で は 、 グ ラ フ ト し た 重 合 体 樹 脂 と 触 媒 の マ ス タ
ー バ ッ チ が 生 成 さ れ る 。 第 １ の 成 分 で あ る グ ラ フ ト し た 重 合 体 樹 脂 は 、 グ ラ フ ト 押 出 機 に
お い て 重 合 体 樹 脂 混 合 物 ＋ シ ラ ン ＋ 過 酸 化 物 触 媒 （ 開 始 剤 な ど ） を 混 合 す る こ と に よ り 調
合 さ れ る 。 第 ２ の 成 分 で あ る 触 媒 マ ス タ ー バ ッ チ は 、 グ ラ フ ト し て い る 触 媒 と 酸 化 防 止 剤
を 同 様 の タ イ プ の 重 合 体 樹 脂 全 体 に 分 散 さ せ る 、 通 常 の 混 合 お よ び 化 合 に よ っ て 得 ら れ る
。 両 マ ス タ ー バ ッ チ は ペ レ ッ ト に 成 形 さ れ 、 個 別 に パ ッ ケ ー ジ さ れ て エ ン ド ユ ー ザ ー に 販
売 さ れ る 。 購 入 し た ２ つ の マ ス タ ー バ ッ チ は 、 使 用 直 前 に 混 ぜ 合 わ せ 、 最 終 製 品 を 形 成 す
る た め に 通 常 の 単 軸 押 出 機 で 混 合 す る 。 シ ラ ン グ ラ フ ト を 反 応 さ せ て 目 的 と す る 重 合 体 の
物 理 変 化 を 達 成 す る た め に 、 処 理 中 お よ び 処 理 後 に は 水 分 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
モ ノ シ ル 法 で は 、 全 成 分 （ シ ラ ン 、 過 酸 化 物 開 始 剤 、 触 媒 、 お よ び 酸 化 防 止 剤 ） が １ つ の
マ ス タ ー バ ッ チ と し て 供 給 さ れ る ワ ン ス テ ッ プ 処 理 で あ る 。 エ ン ド ユ ー ザ ー は 、 こ の マ ス
タ ー バ ッ チ を 未 処 理 の 重 合 体 樹 脂 と 化 合 さ せ 、 グ ラ フ ト 部 位 を 形 成 し 、 反 応 を 起 す と い う
一 連 の 作 業 を ワ ン ス テ ッ プ で 行 う 。 エ ン ド ユ ー ザ ー は 一 般 に 、 精 密 な 温 度 管 理 下 に あ る ３
５ ： １ の Ｌ ／ Ｄ 比 （ 軸 径 に 対 す る 軸 長 比 ） 押 出 機 を 使 用 し て 、 最 良 の 押 し 出 し 成 形 部 品 を
得 る こ と が で き る 。 シ オ プ ラ ス 樹 脂 を 用 い て 押 し 出 し 成 形 さ れ た 部 品 と 同 様 に 、 必 要 な 硬
化 度 を 得 る た め に 、 グ ラ フ ト 部 位 と 水 分 と を 反 応 さ せ る 。 モ ノ シ ル 樹 脂 の 最 も 一 般 的 な 用
途 は ケ ー ブ ル の コ ー テ ィ ン グ で あ り 、 一 方 シ オ プ ラ ス 樹 脂 は 配 水 管 の 製 造 用 途 で 最 も 広 く
利 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
以 下 に 示 す 当 該 分 野 に お い て 公 知 の シ ラ ン の グ ラ フ ト 方 法 を 、 参 照 と し て 、 そ の 全 て を 本
明 細 書 に 含 め る ： 米 国 特 許 番 号 ３ ６ ４ ６ １ ５ ５ 、 ４ １ １ ７ １ ９ ５ 、 ４ ３ ５ １ ７ ９ ０ 、 Munt
eanu D., Moisture-crosslinkable silane-grafted polyolefins; Symposium on Organom
etallic Polymers ACS; Aug. 28-31(1993), Washington、 Panzer L.M., Silane Crosslin
king of polyethylene for improving product quality and simplifying the productio
n process; Intl. Polymer Science and Technology, 25, No.6, 1998、 Gale G.M., Sila
ne compounds in hot-water pipe and cable technology, Applied Organometallic Chem
istry, 1988, 2:17-31。
【 ０ ０ ４ ２ 】
本 発 明 に よ る 温 度 耐 性 テ ー プ の 製 造 に は 、 い ず れ の シ ラ ン 架 橋 技 術 も 適 用 可 能 で あ る と み
な さ れ る べ き で あ る 。 ほ と ん ど の エ ン ド ユ ー ザ ー に と っ て 、 シ オ プ ラ ス 技 術 の 取 扱 い に 必
要 と さ れ る 押 し 出 し 成 形 装 置 は 、 モ ノ シ ル 法 向 け に 推 奨 さ れ る 厳 密 な 温 度 管 理 下 に あ る ３
５ ： １ 押 出 機 よ り も 一 般 的 で あ る 。 エ ン ド ユ ー ザ ー は シ ラ ン を 効 果 的 に 重 合 体 樹 脂 と 架 橋
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な ら び に 反 応 さ せ る た め 、 重 合 体 に 不 十 分 に 分 散 し た シ ラ ン に よ る （ モ ノ シ ル 法 で 生 成 さ
れ る ） ゲ ル が 問 題 と な る 。 そ の 結 果 、 薄 膜 へ の 応 用 で は 、 ゲ ル （ 欠 陥 ） の 問 題 を 低 レ ベ ル
に 抑 え る 必 要 性 か ら 、 シ オ プ ラ 法 が 好 ま し い 方 法 と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
テ ー プ の 成 形 。 上 記 の よ う に 、 基 材 組 成 物 層 １ ２ お よ び 接 着 剤 組 成 物 層 １ ４ を 有 す る テ ー
プ １ ０ は 、 標 準 的 な 装 置 と 標 準 的 な 技 術 に よ る カ レ ン ダ ー 処 理 を 用 い る ワ ン ス テ ッ プ 処 理
で 成 形 し て も よ い 。 こ の 処 理 で は 、 接 着 剤 は 押 し 出 し 成 形 さ れ て 、 カ レ ン ダ ー 上 に 形 成 さ
れ た 基 材 基 質 上 に 直 接 コ ー テ ィ ン グ さ れ る 。 こ の 方 法 の 利 点 の １ つ は 、 コ ー テ ィ ン グ 処 理
に 溶 剤 が 不 要 な こ と で あ る 。 こ の 結 果 、 溶 剤 の 使 用 を 必 要 と し た り 、 廃 棄 物 が 生 じ た り す
る 他 の 製 造 方 法 に 比 べ て 、 よ り 経 済 的 で 安 全 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
テ ー プ １ ０ は 、 基 材 組 成 物 層 １ ２ を カ レ ン ダ ー １ ６ 上 に 直 接 形 成 す る ワ ン パ ス カ レ ン ダ ー
処 理 を 使 用 し て 製 造 さ れ る （ 図 ２ ） 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
こ の 方 法 の 実 施 例 の １ つ で は 、 基 材 層 押 出 成 形 体 １ ２ （ シ ラ ン グ ラ フ ト Ｐ Ｅ ） は 、 単 軸 押
出 機 に よ っ て 上 部 ロ ー ル ２ ０ と 中 央 ロ ー ル ２ ２ の 間 に あ る 第 一 カ レ ン ダ ー ニ ッ プ １ ８ を （
約 １ ７ ５ な い し １ ９ ０ ℃ の 温 度 で ） 通 し て カ レ ン ダ ー １ ６ に 送 り こ ま れ る 。 上 部 ロ ー ル ２
０ の 表 面 温 度 は 約 １ ９ ５ ℃ に 維 持 し 、 中 央 ロ ー ル ２ ２ の 表 面 温 度 は 約 ８ ０ か ら ８ ５ ℃ に 維
持 す る 。 触 媒 の 存 在 に よ り 、 押 出 機 の 熱 で 架 橋 反 応 を 開 始 さ せ る こ と が で き る 。 基 材 層 押
出 成 形 体 が カ レ ン ダ ー に 導 入 さ れ る と 、 周 囲 の 水 分 が 、 架 橋 反 応 を 完 了 さ せ る た め の さ ら
な る 反 応 物 質 と し て 作 用 す る 。 こ の た め 、 薄 い 基 材 層 押 出 成 形 体 の 架 橋 反 応 を 完 了 さ せ る
た め に 必 要 な の は 、 周 囲 の 水 分 だ け と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
そ の 後 、 基 材 組 成 物 層 １ ２ が 、 中 央 ロ ー ル ２ ２ 上 の 架 橋 さ れ た 重 合 体 樹 脂 か ら 形 成 さ れ る
。 基 材 組 成 物 層 １ ２ の 厚 み は 、 上 部 ロ ー ル ２ ０ と 中 央 ロ ー ル ２ ２ の 間 隙 に よ っ て 調 整 す る
。 基 材 組 成 物 層 １ ２ は そ の 後 、 接 着 剤 組 成 物 層 １ ４ で コ ー テ ィ ン グ さ れ る 。 実 施 例 の １ つ
で は 、 接 着 剤 組 成 物 押 出 成 形 体 １ ４ （ 事 前 に 混 合 済 み ） は 単 軸 押 出 機 に よ っ て 約 １ ９ ５ か
ら ２ ０ ５ ℃ の 温 度 で 押 し 出 し 成 形 さ れ 、 中 央 ロ ー ル ２ ２ と 下 部 ロ ー ル ２ ６ の 間 に あ る 第 二
カ レ ン ダ ー ニ ッ プ ２ ４ へ 送 り こ ま れ る 。 下 部 ロ ー ル ２ ６ は 、 約 １ ５ ０ か ら １ ６ ５ ℃ の 温 度
を 維 持 す る 。 従 っ て 、 テ ー プ 接 着 剤 の 厚 み は 、 中 央 と 下 部 の ロ ー ル ２ ２ と ２ ６ の 間 隙 に よ
っ て 調 整 す る 。 テ ー プ １ ０ は 、 そ の 後 冷 却 キ ャ ン で 冷 却 す る 。 そ の 後 テ ー プ を 巻 き 上 げ 、
加 工 に 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
本 発 明 の 代 替 実 地 例 の １ つ で は 、 こ こ に 開 示 し た 方 法 を 用 い て 、 従 来 型 シ オ プ ラ ス 法 の 改
良 型 の １ つ を 使 用 す る こ と が で き る 。 基 材 組 成 物 層 １ ２ は 、 上 記 の と お り 、 触 媒 シ ス テ ム
を 除 く 全 成 分 と 共 に 押 し 出 し 成 形 お よ び カ レ ン ダ ー 処 理 さ れ る 。 こ こ で 触 媒 シ ス テ ム は 、
同 一 製 造 工 程 に お い て 押 し 出 し 成 形 お よ び 基 材 組 成 物 層 上 へ カ レ ン ダ ー 処 理 さ れ た 接 着 剤
組 成 物 に 混 合 さ れ る 。 こ の 方 法 の 目 的 は 、 尚 早 な ゲ ル 形 成 を 最 小 限 に 留 め る た め 、 触 媒 シ
ス テ ム の 導 入 （ お よ び 架 橋 結 合 反 応 ） の 開 始 時 期 を 遅 ら せ る こ と に あ る 。 基 材 組 成 物 層 １
２ が カ レ ン ダ ー 処 理 さ れ 、 接 着 剤 組 成 物 層 １ ４ で コ ー テ ィ ン グ さ れ た 後 、 こ の 製 品 は ２ ８
を 経 て マ ス タ ー ロ ー ル に 巻 き 取 ら れ る 。 接 着 剤 組 成 物 層 １ ４ を 含 有 す る 触 媒 は 、 基 材 組 成
物 層 １ ２ （ 例 ： Ｐ Ｅ フ ィ ル ム に 結 合 し た シ ラ ン ） と 接 触 す る 。 架 橋 反 応 が 触 媒 作 用 を 受 け
、 周 囲 に 水 分 が 存 在 す る 環 境 と な る 。 本 実 施 例 は 、 特 に self-wound粘 着 テ ー プ が 関 係 す る
応 用 用 途 に 有 用 で あ る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
自 動 車 用 お よ び 一 般 工 業 用 の 用 途 の 温 度 耐 性 テ ー プ は 、 好 ま し く は 、 基 材 組 成 物 層 の 厚 さ
が 約 ２ ． ５ か ら ６ ミ ル 、 接 着 剤 組 成 物 層 の 厚 さ が 約 １ ． ５ か ら ３ ミ ル の 、 合 計 約 ４ か ら ９
ミ ル の 厚 さ を 持 つ も の が 好 ま し い 。 パ イ プ ラ イ ン 用 途 の 製 品 で は 、 好 ま し く は 、 基 材 組 成
物 層 の 厚 さ が 約 ７ か ら ２ ５ ミ ル 、 接 着 剤 組 成 物 層 の 厚 さ が 約 ５ か ら ３ ０ ミ ル の 、 合 計 約 １
５ か ら ３ ５ ミ ル の 厚 さ を 持 つ も の が 好 ま し い 。
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【 ０ ０ ４ ９ 】
こ の 処 理 の 少 な く と も の １ つ 利 点 は 、 （ 例 え ば 、 電 子 ビ ー ム に よ る 架 橋 結 合 の 場 合 に よ う
な ） 余 分 な ス テ ッ プ が 不 要 と い う 点 で あ る 。 さ ら な る 利 点 は 、 １ ０ ０ 万 ド ル か ら ５ ０ ０ 万
ド ル を 要 す る 特 殊 装 置 が 必 要 な 照 射 架 橋 形 成 と は 対 照 的 に 、 こ の 方 法 は 標 準 的 な 装 置 を 利
用 で き る こ と で あ る 。 ま た 、 本 方 法 は 、 人 体 へ の 危 害 の 危 惧 を 伴 う 照 射 架 橋 で 使 用 さ れ る
照 射 の 被 曝 を 防 ぐ 点 に お い て も 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
以 下 の 例 は 、 本 発 明 の 実 用 例 を 限 定 で は な く 例 示 と し て 示 す 。
【 ０ ０ ５ １ 】
例 １
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ２ 】
接 着 剤 は 、 事 前 に シ グ マ ブ レ ー ド ミ キ サ ー で 調 合 し た 後 、 カ レ ン ダ ー に 押 し 出 し た 。 基 材
材 料 は 、 あ ら か じ め 化 合 さ れ た マ ス タ ー バ ッ チ に 含 有 さ れ た 触 媒 お よ び カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク
と 共 に 、 必 要 な 割 合 で 乾 式 混 合 し た 。 ４ ミ ル の 基 材 お よ び ２ ミ ル の 接 着 剤 か ら な る 製 品 を
、 上 記 と 同 様 の 条 件 に お い て ３ ロ ー ル カ レ ン ダ ー ス タ ッ ク を １ 回 通 す こ と で 形 成 し た 。 得
ら れ た ６ ミ ル の テ ー プ は 、 Ｘ － ０ ２ ０ ４ ２ と し て 識 別 し た 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
例 ２
【 表 ２ 】
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【 ０ ０ ５ ４ 】
接 着 剤 は 、 事 前 に シ グ マ ブ レ ー ド ミ キ サ ー で 調 合 し た 後 、 カ レ ン ダ ー に 押 し 出 し た 。 ジ ブ
チ ル ス ズ ジ ラ ウ レ ー ト は 、 液 状 で 接 着 剤 に 添 加 し 、 全 体 に 分 散 さ せ た 。 基 材 材 料 は 、 必 要
な 割 合 で 乾 式 混 合 し 、 カ レ ン ダ ー へ 送 り こ ん だ 。 ４ ミ ル の 基 材 お よ び ２ ミ ル の 接 着 剤 か ら
な る 製 品 を 、 上 記 と 同 様 の 条 件 に お い て ３ ロ ー ル カ レ ン ダ ー ス タ ッ ク を １ 回 通 す こ と で 形
成 し た 。 得 ら れ た ６ ミ ル の テ ー プ は 、 Ｘ － ０ ２ ０ ４ ５ と し て 識 別 し た 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
例 ３
【 表 ３ 】
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【 ０ ０ ５ ６ 】
接 着 剤 は 、 事 前 に シ グ マ ブ レ ー ド ミ キ サ ー で 調 合 し た 後 、 カ レ ン ダ ー に 押 し 出 し た 。 基 材
材 料 は 、 あ ら か じ め 化 合 さ れ た マ ス タ ー バ ッ チ に 含 有 さ れ た 触 媒 お よ び カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク
と 共 に 、 必 要 な 割 合 で 乾 式 混 合 し た 。 未 処 理 の Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ （ Novapol（ 登 録 商 標 ） LE-0220-A
） を 添 加 し 、 そ れ に 応 じ て 有 機 ス ズ 触 媒 を 減 量 し た 。 ４ ミ ル の 基 材 お よ び ２ ミ ル の 接 着 剤
か ら な る 製 品 を 、 上 記 と 同 様 の 条 件 に お い て ３ ロ ー ル カ レ ン ダ ー ス タ ッ ク を １ 回 通 す こ と
で 形 成 し た 。 得 ら れ た ６ ミ ル の テ ー プ は 、 X-02043と し て 識 別 し た 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
分 析 方 法
温 度 耐 性 テ ー プ の 試 験 を 、 例 １ － ３ の ３ つ の テ ー プ で 実 施 し た 。 架 橋 密 度 の 効 果 お よ び 触
媒 導 入 方 法 に つ い て の 理 解 を 得 る た め 、 ３ 例 の 製 品 を 比 較 し た 。 ま た 、 全 て の 製 品 を 、 標
準 的 な 非 架 橋 Ｐ Ｅ テ ー プ で あ る Autolon（ 登 録 商 標 ） 824と さ ら に 比 較 し た 。 そ の 後 、 高 温
耐 性 性 能 を 評 価 す る た め に 以 下 の 方 法 を 用 い た 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
高 温 ク リ ー プ 試 験 ： 絶 縁 重 合 体 の 高 温 ク リ ー プ 測 定 試 験 方 法 は 、 ICEA発 行 番 号 T-28-562-1
995, March 1995（ マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 州 サ ウ ス ヤ ー マ ス 、 Insulated Cable Engineers Ass
ociation, Inc.） か ら 採 用 す る 。 こ の 手 順 は 、 Ｘ Ｐ Ｅ テ ー プ の 相 対 的 架 橋 結 合 度 の 測 定 に
適 し て い る 。 こ の 試 験 は 、 ２ 部 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
伸 び 試 験 ： 特 定 の 高 温 度 （ 例 ： １ ２ ５ ℃ ） に あ る 恒 温 槽 内 で 、 一 片 の テ ー プ （ １ イ ン チ ｘ
６ イ ン チ ） に 一 定 の 負 荷 応 力 （ ４ ミ ル の テ ー プ 基 材 に 対 し て 、 １ 平 方 イ ン チ あ た り ２ ９ ポ
ン ド ま た は ５ ３ グ ラ ム ） を １ ５ 分 間 与 え る 。 恒 温 槽 内 に 置 か れ た 状 態 で の テ ー プ の 伸 び の
増 加 を 測 定 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
変 形 試 験 ： テ ー プ の 伸 び 試 験 完 了 後 、 直 ち に 、 負 荷 応 力 か ら 解 放 さ れ た 同 一 の 試 験 片 を 同
一 の 高 温 度 の 恒 温 槽 内 に て さ ら に ５ 分 間 置 く 。 そ の 後 テ ー プ を 取 り 出 し 、 室 温 で 冷 却 す る
。 元 の 長 さ に 対 す る 試 験 片 の 永 久 変 形 を 測 定 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
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ハ ー ネ ス 束 試 験 ： 重 合 体 基 材 テ ー プ 製 品 の 溶 解 に 対 す る 固 有 の 耐 性 を 測 定 す る 、 社 内 の 方
法 で あ る 。 Ｘ Ｐ Ｅ ジ ャ ケ ッ ト で 被 覆 さ れ た １ ８ Ａ Ｗ Ｇ の ワ イ ヤ 束 を 、 試 験 用 テ ー プ で 継 ぎ
目 な く 覆 う 。 こ の ハ ー ネ ス 束 を 設 定 さ れ た 温 度 の 恒 温 槽 内 に ７ ２ 時 間 置 く 。 取 り 出 し 後 、
サ ン プ ル を 冷 却 し 、 損 傷 を 検 査 す る 。 こ の 製 品 が 溶 解 の 徴 候 を 見 せ ず 、 か つ 基 材 に 損 傷 を
与 え る こ と な く ワ イ ヤ か ら 取 り 外 し で き れ ば 、 テ ー プ は 与 え ら れ た 温 度 に 対 し て 耐 性 を 持
つ と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
分 析 デ ー タ
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ３ 】
上 記 の と お り 、 す べ て の テ ー プ が 各 試 験 に お い て 試 験 テ ー プ （ Autolon（ 登 録 商 標 ） 824）
を 凌 ぐ 性 能 で あ っ た 。 比 較 検 討 の 結 果 、 試 験 テ ー プ （ Autolon（ 登 録 商 標 ） 824） は 、 高 温
ク リ ー プ 試 験 に お い て １ ２ ５ ℃ で 急 速 に 溶 解 し た 。 対 照 的 に 、 架 橋 樹 脂 を 基 に し た テ ー プ
は １ ２ ５ ℃ で 優 れ た 性 能 を 発 揮 し 、 完 全 に 架 橋 し た サ ン プ ル は １ ５ ０ ℃ で 最 も 優 れ た 性 能
を 見 せ た 。 注 目 す べ き 点 は 、 接 着 剤 層 内 で 架 橋 し て い る 触 媒 を 含 む サ ン プ ル テ ー プ （ X-02
045） が 試 験 テ ー プ よ り も 優 れ た 特 性 を 示 し た こ と で あ る 。 そ れ ゆ え 、 基 材 化 合 物 と の 直
接 混 合 で は な く 、 接 着 剤 内 に 触 媒 が 存 在 す る こ と で 架 橋 の 希 釈 化 が 生 じ た 場 合 で も 、 公 知
の テ ー プ よ り も 耐 熱 性 が 優 れ て い る 。 本 実 施 例 に お い て 生 じ 得 る 架 橋 の 希 釈 化 は 、 接 着 剤
に よ り 強 力 な 、 ま た は 、 よ り 高 濃 度 の 触 媒 を 使 用 す る こ と で 改 善 で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
さ ら に 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 用 途 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で は 、 Ｘ Ｐ Ｅ を 基 に し た ３ つ の テ ー プ が
、 １ ７ ５ ℃ で も 非 常 に 優 れ た 性 能 を 示 す 。 ３ つ の Ｘ Ｐ Ｅ テ ー プ は 、 高 温 ク リ ー プ 試 験 結 果
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が 示 す よ う に 軟 化 す る 可 能 性 が あ る も の の 、 ハ ー ネ ス を 一 緒 に 保 持 し 、 十 分 に 保 護 す る 十
分 な 一 体 性 を 維 持 で き る 。 予 想 通 り 、 Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ を 基 に し た 一 般 の テ ー プ Autolon（ 登 録 商
標 ） 824は 、 １ ２ ５ ℃ 以 上 の 温 度 に は 耐 え ら れ な い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
そ れ ゆ え 、 Ｘ Ｐ Ｅ を 基 に し た テ ー プ の 引 張 強 度 は 、 Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ を 基 に し た 製 品 よ り も 優 れ て
い る 。 架 橋 に よ り 与 え ら れ る こ の 増 大 さ れ た 強 度 は 、 破 断 伸 び 、 そ れ ゆ え テ ー プ の 適 合 性
を 損 う も の で は な い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
当 然 の こ と な が ら 、 本 発 明 を 実 施 す る 代 替 の 方 法 を 考 案 す る こ と も 可 能 で あ る 。 例 え ば 、
タ ン デ ム 押 し 出 し ま た は 共 押 し 出 し な ど の 当 業 者 に 公 知 の 製 造 技 術 を 、 テ ー プ 製 品 層 の 成
形 に 利 用 す る こ と が 考 え ら れ る 。 さ ら に 、 あ ら か じ め 形 成 さ れ た 基 材 層 を 、 公 知 ま た は 開
発 さ れ た 方 法 で 塗 布 さ れ た 接 着 剤 の 上 に 使 用 す る こ と も で き る 。 さ ら に 、 あ ら か じ め 形 成
さ れ た 基 材 層 お よ び ／ ま た は あ ら か じ め 形 成 さ れ た 接 着 剤 層 を 利 用 す る こ と も で き る 。 こ
れ ら 実 施 例 の い ず れ に お い て も 、 基 材 材 料 は 架 橋 し た エ チ レ ン を 基 に し た 重 合 体 樹 脂 か ら
な る こ と が 好 ま し く 、 最 も 好 ま し い の は シ ラ ン 架 橋 し た 樹 脂 で あ る 。 ま た 、 接 着 剤 材 料 は
架 橋 反 応 用 の 触 媒 を 含 む こ と が 好 ま し い 。 さ ら に は 、 テ ー プ 製 品 は ハ ロ ゲ ン フ リ ー で 、 高
温 で 高 い 性 能 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
【 図 １ 】 基 材 組 成 物 層 お よ び そ れ に 付 着 す る 感 圧 接 着 剤 層 を 持 つ テ ー プ の 略 図 化 し た 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 基 材 お よ び 接 着 剤 の 組 成 物 層 を 単 一 ス テ ッ プ で 結 合 す る 、 ワ ン ス テ ッ プ カ レ ン ダ
ー 処 理 を 用 い た 温 度 耐 性 保 護 テ ー プ の 製 造 方 法 の 略 図 化 し た 図 で あ る 。
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 5月 16日 (2003.5.16)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
上 下 両 表 面 区 域 を 備 え 、 基 材 組 成 物 が 約 ８ ５ ～ 約 １ ０ ０ 重 量 ％ の 架 橋 し た エ チ レ ン 重 合 体
を 含 む 基 材 組 成 物 層 と 、
基 材 組 成 物 層 の 下 部 表 面 区 域 に 付 着 す る 接 着 剤 組 成 物 層 と 、 を 含 む 単 一 の 厚 み を 持 つ 温 度
耐 性 テ ー プ 。
【 請 求 項 ２ 】
架 橋 し た エ チ レ ン 重 合 体 が 、 ポ リ エ チ レ ン 、 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン 、 線 状 低 密 度 ポ リ エ チ レ
ン お よ び 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン を 含 む 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ つ で あ る 、 請 求 項 １ 記
載 の テ ー プ 。
【 請 求 項 ３ 】
基 材 組 成 物 が 、 エ チ レ ン 酢 酸 ビ ニ ル 、 エ チ レ ン メ チ ル ア ク リ レ ー ト 、 エ チ レ ン 酢 酸 ブ チ ル
、 エ チ レ ン エ チ ル ア ク リ レ ー ト 、 エ チ レ ン ア ク リ ル エ ラ ス ト マ ー お よ び エ チ レ ン ア ク リ ル
酸 を 含 む 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ つ の 共 重 合 体 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の テ ー
プ 。
【 請 求 項 ４ 】
基 材 組 成 物 が 、 天 然 ま た は 合 成 ポ リ イ ソ プ レ ン 、 エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン ゴ ム 、 ジ エ ン タ ー ポ
リ マ ー 、 ブ チ ル ゴ ム お よ び ス チ レ ン ブ タ ジ エ ン を 含 む 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ つ の
エ ラ ス ト マ ー を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の テ ー プ 。
【 請 求 項 ５ 】
架 橋 し た エ チ レ ン 重 合 体 が シ ラ ン グ ラ フ ト に よ っ て 架 橋 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の テ ー
プ 。
【 請 求 項 ６ 】
基 材 層 組 成 物 が 約 ０ ． ２ か ら 約 ３ ． ０ 重 量 ％ の シ ラ ン を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の テ ー
プ 。
【 請 求 項 ７ 】
基 材 層 組 成 物 が 約 ０ ． ２ か ら 約 １ ． ８ 重 量 ％ の シ ラ ン を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の テ ー
プ 。
【 請 求 項 ８ 】
基 材 層 組 成 物 が 、 加 工 助 剤 、 熱 安 定 剤 、 酸 化 防 止 剤 、 触 媒 、 顔 料 、 難 燃 剤 お よ び 充 填 材 を
含 む 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ つ の 添 加 剤 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ の テ ー プ 。
【 請 求 項 ９ 】
接 着 剤 組 成 物 層 が 感 圧 接 着 剤 ま た は 半 感 圧 接 着 剤 を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の テ ー プ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
接 着 剤 組 成 物 が 架 橋 さ れ て い る 、 請 求 項 ９ 記 載 の テ ー プ 。
【 請 求 項 １ １ 】
接 着 剤 組 成 物 層 が 、 ブ チ ル ゴ ム 、 天 然 ゴ ム 、 エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン ゴ ム 、 ポ リ イ ソ プ レ ン 、
ス チ レ ン イ ソ プ レ ン ス チ レ ン 、 ス チ レ ン ブ チ ル ス チ レ ン ま た は ス チ レ ン エ チ レ ン ブ チ ル ス
チ レ ン を 含 む 群 か ら 選 択 さ れ た も の の う ち 少 な く と も １ つ を 含 む 、 請 求 項 ９ 記 載 の テ ー プ
。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 接 着 剤 層 が 、 粘 着 付 与 樹 脂 、 可 塑 剤 、 加 硫 剤 、 安 定 剤 、 難 燃 剤 、 殺 菌 剤 、
充 填 材 、 触 媒 お よ び 顔 料 を 含 む 群 か ら 選 択 さ れ る 添 加 剤 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ９ 記 載 の テ
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ー プ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
接 着 剤 組 成 物 層 お よ び 基 材 組 成 物 層 が ハ ロ ゲ ン フ リ ー で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 温 度 耐 性 テ
ー プ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
上 下 両 表 面 区 域 を 持 ち 、 基 材 組 成 物 が 約 ８ ５ ～ 約 １ ０ ０ 重 量 ％ の シ ラ ン 架 橋 し た 低 密 度 ポ
リ エ チ レ ン 重 合 体 を 含 む 基 材 組 成 物 層 と 、
基 材 組 成 物 層 の 下 部 表 面 区 域 に 付 着 し 、 接 着 剤 組 成 物 が 感 圧 接 着 剤 ま た は 半 感 圧 接 着 剤 を
含 む 接 着 剤 組 成 物 層 と 、 を 含 む 単 一 の 厚 み を 持 つ 温 度 耐 性 テ ー プ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
基 材 組 成 物 層 が 、 約 ８ ５ か ら 約 ９ ０ 重 量 ％ の シ ラ ン 架 橋 し た 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン 重 合 体 を
含 む 、 請 求 項 １ ４ 記 載 の 温 度 耐 性 テ ー プ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
接 着 剤 組 成 物 が 架 橋 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ４ 記 載 の テ ー プ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
基 材 組 成 物 層 お よ び 接 着 剤 組 成 物 層 が 実 質 的 に ハ ロ ゲ ン フ リ ー で あ る 、 請 求 項 １ ４ 記 載 の
温 度 耐 性 テ ー プ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
上 下 両 表 面 区 域 を 持 ち 、 基 材 組 成 物 が 少 な く と も 約 ８ ５ か ら 約 ９ ０ 重 量 ％ の 、 架 橋 し た 低
密 度 ポ リ エ チ レ ン 重 合 体 を 含 む 基 材 組 成 物 層 と 、
基 材 組 成 物 層 の 下 部 表 面 区 域 に 付 着 し 、 接 着 剤 組 成 物 が 架 橋 結 合 感 圧 接 着 剤 を 含 む 接 着 剤
組 成 物 層 と を 含 み 、
基 材 組 成 物 層 と 接 着 剤 組 成 物 層 と が 実 質 的 に ハ ロ ゲ ン フ リ ー で あ る こ と を 特 徴 と す る 単 一
の 厚 み を 持 つ 温 度 耐 性 テ ー プ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
上 下 両 表 面 区 域 を 持 ち 、 基 材 組 成 物 が 約 ８ ５ ～ 約 １ ０ ０ 重 量 ％ の 架 橋 可 能 な シ ラ ン グ ラ フ
ト エ チ レ ン 重 合 体 を 含 む 基 材 組 成 物 層 と 、
基 材 組 成 物 層 の 下 部 表 面 区 域 に 付 着 し 、 接 着 剤 組 成 物 が 感 圧 接 着 剤 ま た は 半 感 圧 接 着 剤 を
含 み 、 架 橋 可 能 な エ チ レ ン 重 合 体 を 硬 化 さ せ る 触 媒 を さ ら に 有 す る 接 着 剤 組 成 物 層 と 、 を
含 む 単 一 の 厚 み を 持 つ 温 度 耐 性 テ ー プ 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
約 １ ２ ５ ℃ を 越 え る 温 度 に お い て 構 造 的 お よ び 化 学 的 完 全 性 を 維 持 す る 、 請 求 項 １ 、 １ ４
、 １ ８ ま た は １ ９ 記 載 の 温 度 耐 性 テ ー プ 。
【 請 求 項 ２ １ 】
氷 点 下 約 ４ ０ ℃ か ら 約 １ ８ ０ ℃ の 温 度 範 囲 に わ た っ て 構 造 的 お よ び 化 学 的 完 全 性 を 維 持 す
る 、 請 求 項 １ 、 １ ４ 、 １ ８ ま た は １ ９ 記 載 の 温 度 耐 性 テ ー プ 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
表 面 区 域 を 持 つ 基 質 と 、 そ の 基 質 表 面 に 付 着 し た 請 求 項 １ 、 １ ４ 、 １ ８ ま た は １ ９ 記 載 の
温 度 耐 性 テ ー プ と を 含 む 製 造 品 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
温 度 耐 性 保 護 テ ー プ の 製 造 方 法 で あ っ て 、
ａ ． 　 約 ８ ５ ～ 約 １ ０ ０ 重 量 ％ の 架 橋 可 能 な エ チ レ ン を 基 に し た 重 合 体 樹 脂 お よ び 触 媒 を
含 有 す る 基 材 組 成 物 を 、 選 択 さ れ た 温 度 に あ る 上 部 ロ ー ル と 選 択 さ れ た 温 度 に あ る 中 央 ロ
ー ル の 間 を 通 し て 、 第 一 カ レ ン ダ ー ニ ッ プ へ 選 択 さ れ た 温 度 に て 押 し 出 し 成 形 す る 工 程 と
、
ｂ ． 　 選 択 さ れ た 温 度 に あ る 中 央 ロ ー ル 上 で 基 材 組 成 物 層 を 形 成 す る 工 程 と 、
ｃ ． 　 選 択 さ れ た 温 度 に あ る 接 着 剤 組 成 物 を 、 選 択 さ れ た 温 度 に あ る 中 央 ロ ー ル と 選 択 さ
れ た 温 度 に あ る 下 部 ロ ー ル の 間 を 通 し て 、 第 二 カ レ ン ダ ー ニ ッ プ へ 選 択 さ れ た 温 度 で 押 し
出 し 成 形 す る 工 程 と 、
ｄ ． 　 基 材 組 成 物 層 お よ び 接 着 剤 組 成 物 層 を 含 む テ ー プ を ワ ン ス テ ッ プ カ レ ン ダ ー 処 理 に
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よ り 形 成 し 、 そ れ に よ り 接 着 剤 組 成 物 を 基 材 組 成 物 層 に 直 接 カ レ ン ダ ー 仕 上 す る 工 程 と 、
ｅ ． 　 架 橋 可 能 な エ チ レ ン を 基 に し た 重 合 体 樹 脂 を 反 応 さ せ て 基 材 組 成 物 内 に 架 橋 を 形 成
す る 工 程 と 、
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
温 度 耐 性 保 護 テ ー プ の 製 造 方 法 で あ っ て 、
ａ ． 　 約 ８ ５ ～ 約 １ ０ ０ 重 量 ％ の 架 橋 結 可 能 な エ チ レ ン を 基 に し た 重 合 体 樹 脂 を 含 有 す る
基 材 組 成 物 を 、 選 択 さ れ た 温 度 に あ る 上 部 ロ ー ル と 選 択 さ れ た 温 度 に あ る 中 央 ロ ー ル の 間
を 通 し て 、 第 一 の カ レ ン ダ ー ニ ッ プ へ 選 択 さ れ た 温 度 に て 押 し 出 し 成 形 す る 工 程 と 、
ｂ ． 　 選 択 さ れ た 温 度 に あ る 中 央 ロ ー ル 上 で 基 材 組 成 物 層 を 形 成 す る 工 程 と 、
ｃ ． 　 架 橋 さ せ る た め の 触 媒 を 含 む 接 着 剤 組 成 物 を 、 選 択 さ れ た 温 度 に あ る 中 央 ロ ー ル と
選 択 さ れ た 温 度 に あ る 下 部 ロ ー ル の 間 を 通 し て 、 第 二 カ レ ン ダ ー ニ ッ プ へ 選 択 さ れ た 温 度
で 押 し 出 し 成 形 す る 工 程 と 、
ｄ ． 　 基 材 組 成 物 層 お よ び 接 着 剤 組 成 物 層 を 含 む テ ー プ を ワ ン パ ス カ レ ン ダ ー 処 理 に よ り
形 成 し 、 そ れ に よ り 接 着 剤 組 成 物 を 基 材 組 成 物 層 に 直 接 カ レ ン ダ ー 仕 上 す る 工 程 と 、 す る
工 程 と 、
ｅ ． 　 架 橋 可 能 な エ チ レ ン を 基 に し た 重 合 体 樹 脂 を 反 応 さ せ て 基 材 組 成 物 内 に 架 橋 を 形 成
す る 工 程 と 、
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
周 囲 の 水 分 が 架 橋 可 能 な 樹 脂 の 反 応 物 質 と し て 作 用 す る 、 請 求 項 ２ ３ ま た は ２ ４ 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
架 橋 結 合 し て い る エ チ レ ン を 基 に し た 重 合 体 樹 脂 が シ ラ ン 架 橋 し た 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン で
あ る 、 請 求 項 ２ ３ ま た は ２ ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
温 度 耐 性 保 護 テ ー プ の 製 造 方 法 で あ っ て 、
ａ ． 　 約 ８ ５ ～ 約 １ ０ ０ 重 量 ％ の 架 橋 可 能 な 重 合 体 樹 脂 を 含 む 基 材 層 材 料 を 入 手 す る 工 程
と 、
ｂ ． 　 接 着 剤 が 架 橋 可 能 な 重 合 体 樹 脂 と 反 応 す る 触 媒 を 有 す る 接 着 剤 層 材 料 を 基 材 層 材 料
に ワ ン ス テ ッ プ カ レ ン ダ ー 処 理 に よ り 塗 布 し 、 そ れ に よ り 接 着 剤 組 成 物 を 基 材 組 成 物 層 に
直 接 カ レ ン ダ ー 仕 上 す る 工 程 と 、
ｃ ． 　 架 橋 可 能 な 重 合 体 樹 脂 を 反 応 さ せ て 基 材 層 材 料 内 に 架 橋 を 形 成 す る 工 程 と 、
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
温 度 耐 性 保 護 テ ー プ の 製 造 方 法 で あ っ て 、
ａ ． 　 約 ８ ５ ～ 約 １ ０ ０ 重 量 ％ の 架 橋 可 能 な 重 合 体 樹 脂 を 含 む 基 材 層 材 料 を 入 手 す る 工 程
と 、
ｂ ． 　 接 着 剤 層 材 料 を 基 材 層 材 料 に ワ ン ス テ ッ プ カ レ ン ダ ー 処 理 に よ り 塗 布 し 、 そ れ に よ
り 接 着 剤 組 成 物 を 基 材 組 成 物 層 に 直 接 カ レ ン ダ ー 仕 上 す る 工 程 と 、
ｃ ． 　 架 橋 可 能 な 重 合 体 樹 脂 を 反 応 さ せ て 基 材 層 材 料 内 に 架 橋 を 形 成 す る 工 程 と 、
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
架 橋 可 能 な エ チ レ ン を 基 に し た 重 合 体 樹 脂 が シ ラ ン 架 橋 可 能 な 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン で あ る
請 求 項 ２ ７ ま た は ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
周 囲 の 水 分 が 架 橋 可 能 な 樹 脂 の 反 応 物 質 と し て 作 用 す る 、 請 求 項 ２ ７ ま た は ２ ８ 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
製 造 方 法 が 実 質 的 に ハ ロ ゲ ン フ リ ー で あ る 、 請 求 項 ２ ８ ま た は ２ ９ 記 載 の 方 法 。
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